＜第6回言語テスティング・第二言語習得合同勉強会＞

■場所：筑波大学人文社会学系棟8階B817教室

■日時：2008年10月11日 （土）11:00～18:00

■昼食：当日は学食が利用可能です。

日程

	時間
	司会
	内容
	発表者

	11:00～11:30
	古賀
	簡単な自己紹介
	

	11:30～12:20
	古賀
	統計分析ワークショップ：Amos を使ってみよう―共分散構造分析を使ったデータ分析
	小泉利恵 (常磐大学)、印南洋 (豊橋技術科学大学）

	12:20～13:20
	
	昼食休憩
	

	13:20～14:10
	古賀
	文献輪読1

Elder, C., Barkhuizen, G., Knoch, U., & von Randow, J. (2007). Evaluating rater responses to an online training program for L2 writing assessment. Language Testing, 24, 37-64.
	長橋雅俊 (筑波大学大学院)

	14:20～14:45
	古賀
	研究発表1

多肢選択式リスニングテストの質問文と選択肢の提示様式について
	飯村英樹 (常磐大学)

	14:55～15:20
	古賀
	研究発表2

Explicit vs. implicit grammatical knowledge in EFL learning context
	志手和行 (東京福祉大学)

	15:30～16:20
	古賀
	文献輪読2

Cohen, A., & Shively, R. (2007). Acquisition of requests and apologies in Spanish and French: Impact of study abroad and strategy-building intervention. Modern Language Journal, 91, 189-212.
	森谷浩士 (神田外語大学)

	16:30～16:55
	古賀
	研究発表3

A comparison of speech samples of monologic tasks in speaking tests between computer-delivered and face-to-face modes
	周育佳 (東京外国語大学大学院)

	17:05～17:55
	古賀
	研究発表4

Practice and keywords for an oral summary test: Do they work?
	齋藤英敏 (茨城大学)

	18:30～

20:00
	古賀
	懇親会
	


■論文輪読の方法

1) 担当者が内容を口頭でまとめる。

担当者はハンドアウト (A4用紙2枚から4枚程度) を準備する。

担当者は、聞き手に前提知識があることを前提とせずにまとめる。

2) 全員で疑問点・気づいた点について話し合う
■時間配分

文献輪読：発表20分、質疑応答30分程度
研究発表：発表15分、質疑応答10分程度

■発表者へのお願い

議論しやすいように、discussion points (疑問点、コメントなど) を挙げてください。

■文献輪読の発表者はA4用紙2枚から4枚程度でハンドアウトをまとめてください。研究発表の場合は、発表者にお任せします。
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